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エネルギー貯蔵・輸送（エネルギーキャリア）技術に係る取りまとめ意見 
 
 

● 本テーマのマネジメントについて 
－本テーマの推進にあたっては、両省の研究開発チーム間での目標の共有や

成果の受け渡しなどのマネジメントが成功の鍵となる。これまでにない新

たな仕組みを構築し、改善努力を継続しつつ、成功事例を作ってほしい。 
－事業期間における中間時点での達成目標、あるいはステージゲートをしっ

かりと設定し、研究開発の成果を順次見える化しつつ進めることが、研究

開発推進にも、それを成功に導くためにも肝要である。 
 
● 取り組みの位置付けの整理について 

－各エネルギーキャリアあるいはそれらの組み合わせの、時間軸を含む社会

導入シナリオに関する研究をより強化することが必要である。構想される

複数の可能なシナリオを通じて、各研究開発課題の位置付けや優先度等を

明確にしつつ、研究を進めることが望まれる。 
－導入シナリオの研究にあたっては、国内のみならず、世界に普及展開する

ことができるかという観点からも検討を加えることが求められる。 
－研究開発項目の重複や過不足等を確認する観点から、エネルギーキャリア

に関するプロジェクトを俯瞰的に整理する必要がある。たとえば、個々の

エネルギーキャリアについて、製造～輸送～貯蔵～利用の観点で整理する

ことも有効と考えられる。（添付参照） 
 

 
≪参考：ＡＰ特定時における特記事項≫ 

－本施策は、水素製造・貯蔵・輸送技術、および水素キャリアの基礎研究等

を実施する取組として、再生可能エネルギーの普及展開やエネルギー源の

多様化の観点から意義は認められる。 
－文科省－経産省間での連携体制が既に構築されており、成果の受渡等によ

るシナジー効果が見込まれる。 
－今後は、電力系統や他のエネルギーキャリア全体の中での水素の位置付

け・重要性を検討し、普及に向けたシナリオの作成・遂行が望まれる。 
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